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施業案制定年 皆伐喬林作業 択伐喬林作業 漸伐喬林作業 メロミ rit 
Cha) Cha) Cha) Cha) 
1908 37,504 37,504 
1918 202, 105 30,882 232,987 
1928 l7' 600 592,525 46,880 657,005 





































































ff('~ 1次検訂案 I 
第 2次検訂案 針葉樹前更作業


































































































































1, 037 103 
879 101 
1, 228 79 
917 62 


































c 上層木が多いもの ・・・・・・・・・ 4
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第 1類第2群・ A ( タイプー2 ） 
(m) 
15ー
第 1類第2群 c ( タイプ－4 ) 
図~z ・ 1 北見営林局における林相区分





























































































































(ha) (ha) (ha) <ha) (h a〕(ba) <ha) (ha) 
989 803 4 728 59 12 186 1950 




338 162 83 254 1951 
8,284 8,298 267 6,342 1, 264 425 86 1952 
14, 277 14, 110 85 13,823 202 167 1953 
15.271 
































































































































































当時北見営林局では、平均蓄積を 244nf/ha 、正常蓄積を 270nr/ha、また連年生長量を











年度 調査 収穫 製品 造林 林道 治山 労務施設 その他 合計
（千人） （千人） （千人） （千人） （工人） （主人） （千人） 止ムi （千人）
19,19 7 11 473 111 151 31 785 
1950 7 19 523 227 140 2 3 5 926 
1951 11 26 ,4g1 287 93 11 3 923 
1952 32 17 585 294 104 3 10 6 1, 051 







伐、 i語伐的な方法で不良木の伐採を行うものであった。 また、 一定の収穫をあげると同時
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年度 下 種 4雨 植 下刈り つる切り 掃除伐 疎伐 必ロ>. 言十
(ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) 
1928 364 234 400 224 122 81 1,435 
1929 203 179 639 224 223 123 1,591 
1930 179 323 440 295 85 115 1,437 
1931 213 450 569 284 196 155 1,869 
1832 50 3G7 460 155 155 438 1,625 
1933 70 507 364 385 83 189 1,598 
1934 10 817 141 424 181 786 2,259 
1935 718 414 263 173 378 1,948 
1936 22 890 663 286 368 183 2,412 
1937 50 l, 320 1,539 1,200 741 206 5,056 
1938 82 1,695 l, 747 1,055 725 482 5,788 






















































































































午皮 針葉樹 広葉樹 薪炭材 AにhT 言十
<n7) (nf) <r占） <nV 
1937 8,210 995 210 9,415 
1938 8,601 1, 447 112 10' 160 
1939 13,210 2,044 150 15,404 
1940 46,639 5司258 51,897 







第 1択伐作業級（輪伐期 120年、回帰年20年）、第2択伐作業級（輪伐期 120年、回帰年
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であった（24）。次に、同演習林に195nf /ha （内、針葉樹78nf/ha、広葉樹 117nr/ha) 
?
? ? ? ? ? ? ? 、 ? ? ー ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
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表－ ~3 ・ 1 中川地方演習材、96林珪の過去の伐採
年 度 針葉樹 広葉樹 l口:>., it 摘 要
(rif) (nf) (nf) 
1929 705 705 自家用用材
1932 18 18 99 自家用用薪材
1935 81 31 112 向上
1936 129 208 337 向上
1938 488 488 自家用薪材
1939 206 206 向上
1949 2,342 4,457 6, 799 官行研伐（ 101ha) 
1949 49 209 258 工業用材及び自家用用薪材
1950 3 91 94 自家用用薪材
1951 21 21 電柱材
1952 59 2 61 中川高校用材
1956 32 51 83 学校用材
1959 22 22 林道補修用材
1980 1, 7 33 2, 748 4, 776 立木処分（53.6ha) 
1981 16 16 公訴用封
,6.. 5,210 8,566 13,777 r:i 
注）演習林資料より作成。 96林現の面積は135.46haで・ある。
最近の伐採は、 1980年度に岡林斑内の53.6haに対し、針葉樹 1,733n1、広葉樹 2,743n1 
が立木処分として伐採されている。この伐採はha.当たり84n1となり、伐採前の蓄積を 1966
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表－ 3・2 中川地方演習林 220林班の過去の伐採
年 度 針葉樹 広葉樹 l口"' 計 摘 要
〔nr) £nf2 Cra) 
l 9~l2 21 32 53 自家用用薪材
1933 42 42 自家用薪材
19~34 46 46 同上
1936 40 40 自家用用材
1942 53 53 自家用薪材
1943 9 9 庁舎用用材
1948 105 105 庁舎用用材
1949 121 385 406 自家用用薪材
19 52 4 149 153 向上
1953 74 74 ヤチダモ間伐
1953 12 149 161 自家用用薪材
1954 219 219 自家用薪材
1956 11 11 自家用用材
1957 330 41 371 自家用用薪材
1958 612 43 655 官行伐採（18. 7ha) 
1958 951 86 1, 037 庁舎用用材
1960 6 6 自家用用材
1962 23 165 188 自家用用薪材
1963 131 131 自家用用材
1964 100 100 向上
1971 9 9 工事用材（ 0. 2ha) 
1972 66 66 自家用薪材
1974 387 244 631 立木処分（13.3ha) 
1974 34 34 自家用薪材
1975 29 29 素材生産（ 1 ha) 
1975 35 29 64 自家用用薪材
1976 142 79 221 立木処分（ 2. 4ha) 
1977 4 5 素材生産（ 0. 3ha、造林
地の上木整理）
1978 22 53 75 立木処分（ 0. Gha) 
1979 24 11 35 素材生産（ 0. 7ha、造林
地の上木整理）
1979 220 271 491 素材生産（ Sha) 
1980 1, 555 2,032 3,587 素材生産（64ha、直請）
1980 34 34 素材生産〔 3.3ha2 





















































林 草E 面 積 菩 積｛nr2 蓄 積
(ha) 針葉樹 広葉樹 メ口ミ ~t <n子／ha)
1 14. 10 1,707 978 2,680 190 
2 9. 84 1,025 480 1,505 153 
3 20. 77 2,970 2, 742 5,712 275 
4 7.05 853 761 1, 614 229 
;:) 「 17. 51 3,417 631 4,048 215 
6 5.68 999 125 1, 124 198 
7 7.85 1,351 181 1. 532 195 
8 12. 03 2,685 660 3,345 278 
9 7.65 926 826 1,752 229 
1 0 10. 82 1. 309 1. 169 2.478 229 




第 1 経 理 期 第 2 経 理 期 期 間 内
林 斑 原蓄積 伐採量 伐採率 原蓄積 伐採量 伐採率 生長量 生長率
<SV) <SV) ( % ) <SV) <SV) （%） <SV) 〈%）
1 187 17 9 208 7 4 2. 7 1. 4 
2 149 17 9 175 29 19 5. 0 3. 3 
3 237 45 19 281 32 12 3. 4 1. 2 
4 339 87 26 307 GO 18 3. 4 1. 0 
5 214 45 21 130 52 35 3. 3 2. 2 
6 204 33 16 211 24 11 1. 4 o. 6 
7 199 31 16 205 28 14 3. 6 1. 8 
8 204 38 19 
g 256 48 19 





いる。 1982年には 7林珪までが第2経理期に入っており、第2経理期の伐採率は 4～35%
となっている。~木の方針は、補助造林地周辺の上木整理および林道支障木が加わったほ












































































































































































Tx iは j番目の林木の x座標
セ〉





二 Jl k 
Tx jはj番目の林木の x座標

















































































































































Bm Betula maximowiczii 
Be Betula ermanii 
? ?? ?Getula platypbylla var. japonica 
Qm Quercus mongolica var. grosseserrata 
Ud 
Ul 












~品 gnol ia obova ta 
Prunus s品rgentii
Pss Prunus ssiori 

















Ti l iaj apon ica 
Ase Acantbopanax sciadophylloides 
Kalopanax pictus Kp 
Ceo Cornus controversa 
ヤチダモ Fraxinus mandshur ica var. japonica Fm 



























1 6 1 9 6 8 9 2 1 
1 6 1 g 6 8 4 2 1 りムd
1 0 1 9 7 4 6 9 9 3 
8 1 9 7 6 9 1 7 ~ 
1 3 1 9 7 1 8 5 0 2, 6 
｛????1 g 6 g 4 0 0 7 








































3 o. 3 1 2 イチイ
4 4 1 .446 5 6 9 1 ' トドマツ 。。o. 0 . 1 2 アカエゾマツドロノキ 。??1 オニグルミ
3 0 . 3 1 0 ウダイカンパ












2 1 1 3 4 6 ホオノキ
7 7 . 8 3 2 g 2 エゾヤマザクラ
4 o. 5 1 6 シウリザクラ
9 4. 5 3 1 8 6 ナナカマド
1 0 . 1 
??アズキナシ
2 0. 2 8 ヒロノ＼ノキノ＼ダ
3 2 2. 2 4 0 8 4 2 イタヤカエデ
9 7 .8 5 2 8 9 シナノキ











1 0. 1 「－0 不可j広葉樹
7 4 1. 450 5 8 3 1 ' 針葉樹合計
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。。 1 0 30 20 40 so 60 70 
胸高直径 ( cm ) 



















38 ( 1) 15 ( 0) 
300 ( 8) 76 ( 2) 
4 ( 0) 11 ( 0) 
292 ( 8) 209 ( 6) 
949 年旦 1. 898 (50) 
1 583 住12 2, 2_ilL 包位
次に、これら形質不良木の内訳をみてみよう（表ー4・7）。
表－ 4・7 第 l施業標準林における形質不良木の内訳
合計
本数（%）
53 ( 1) 
376 (10) 
15 ( 0) 
501 (13) 
2. 847 (75) 






































1 0 0 
1 0 0 
1 0 0 

















表－ 4・8 第 1施業標準林帯状区内立木の分布集中度指数 (I5)
方形枠
5m×5 rn 
5 rn×l Om 
全立本
1. 4 7 
1. 2 0 
ヰ4
1 . 3 3 
1 . 0 8 
lOrnXlOrn 1. 03 0. 96 
注）成木は樹高 14m以上、未成木は樹高 14m未満。
本昌生
1. 7 5 
1. 2 6 
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図－ 4・9 第 l施業標準林内更新木調査プロット－Aの樹冠投影図
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語j 種 稚 苗 稚 樹 幼童
トドマツ 8 3 40 40 
ミズナラ 2 
エゾヤマザクラ 1 2 
イタヤカエデ 2 0 2 





樹 種 、稚 苗 稚 樹 性J 樹
イチイ 1 
トドマツ 3 5 3 3 4 1 
ミズナラ 1 
エゾヤマザクラ 6 3 
ナナカマド 3 
アズキナシ 2 
イタヤカエデ 2 6 
シナノキ 3 
コシアブラ 1 





表－ 4・11 第 1施業標準林更新木調査プロットの下層植生
プロットA プロ之と B




var. bumite ＋ 1 40 
ハイイヌツゲ
Itex crenata subsp. radicans ＋ 1 10 
ツルシキミ
Skiminia japonica ＋ 1 20 ＋ 1 20 
ツタウjレシ
[(hus a司1bi gu a 十 1 ＋ 1 
ツjレアジサイ
tlyd f出ngea petiotaris ＋ 1 ＋ 1 
イワガラミ
Scb izopbragrna bydrangeo ides ＋ 1 
クマイザサ
Sasa senanensis 2 2 150 5 5 150 
チシマザサ






























令 トドマツ 全 2 Q Q  -5'._ 
_Q_ エゾ7 ツ 全 ♀ 。よ QQ 
-9-H全会 Q _2_ 。2
会全2 QQ主
♀ ハウチワ 会 ヱQ ~Oムカエデ 上
全全2QQ 一 ヱ









樹11.5弘、広葉樹19.1 % ）となっているが、材積伐採率は約23うも（内針葉樹23.9 %、広葉
樹20.5 % ）となっている。
表－ 4 . 1 2 第l施業標準誌の也採木
樹 種 本 数 材 積 本数伐採率 材積伐採率
〔本／ha) Cnr /h~ ｛%｝ 〔私｝
針 葉 樹 5 2 2 1 . 1 1 1 . 5 2 3. 9 
広 葉 樹 l 2 0 1 0. 4 1 9 . 1 2 0. 5 


















? ? 20 30 40 50 80 70 






樹 種 歩 J 上 般 材 低 質 材
｛%｝ 〔%） ｛私｝
金「 葉 樹 4 4. 4 1 7. 6 8 2. 4 
広 葉 樹 3 7. 4 4 3. 9 5 6. 1 







針 葉 樹 広 葉 樹
調査本数 34 6 9 
最小 5 . 0 5. 2 
胸高直径 平均 2 3. 9 1 5. 2 
i. c;n) 最大 5 4. 4 4 8. 2 
最小 4 5 1 9 
元口年輪 平均 1 3 8 7 6 
数 最大 2 0 0 3 3 1 
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図－ 4・18 第 2施業標準林における林冠の疎開部分
次に、林木についてみてみよう。
第 2施業標準林の成立本数は 2,054本、 ha当たりに換算すると 432本となっている。こ






樹 種 本 数 ha当りの本数 本数比
〔本／ha2 ｛%｝ 
イチイ 2 0. 1 
トドマツ 9 1 9 1 9 3 4 4. 9 
アカエゾマツ 1 0. 0 
エゾノバッコヤナギ 1 o. 0 
ケヤマハンノキ 3 5 7 1. 7 
ウダイカンノ〈 1 2 3 0. 6 
ダケカンパ 9 5 20 4. 6 
シラカンパ 3 1 0. 1 
ミズナラ 2 2 8 47 1 1. 1 
ノ＼）レニレ 1 2 3 0. 6 
オヒョウ 1 7 4 0. 8 
ホオノキ 3 9 8 1. 9 
エゾヤマザクラ 8 2 0. 4 
シウリザクラ 1 7 4 o. 8 
ナナカマド 3 7 8 1. 8 
アズキナシ 6 1 0. 3 
ヒロノ＼ノキノ＼ダ 3 2 7 1 . 6 
イタヤカエデ 3 4 5 7 2 1 6. 8 
シナノキ 1 9 7 4 1 9. 6 
コシアブラ 7 2 0. 3 
ハリギリ 3 1 7 1. 5 
ミズキ 2 0. 1 
ヤチダモ 2 0. 1 
ヨミ盟広葉樹 4 1 0. 2 
針葉樹合計 9 2 2 1 9 3 4 5. 0 
広葉組合計 l 1 1 3 2 2 3 8 5 5. 0 



























、．。。 1 0 20 30 40 50 60 フo eo 
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図－ 4・19 第 2施業標準林内林木の胸高直径階別本数分布





















































表－4・16 第 2 施業標準林由林木の埜l~勉区分
樹 形 級 針 葉 樹 広 葉 樹 Aロ. 言十
本 数 ｛私｝ 本 数 ｛%｝ 本 数 （%） 
1 88 ( 4) 4 ( 0) 92 ( 5) 
2 60 ( 1) 27 ( 1) 37 ( 2) 
3 a 3 ( 0) 134 ( 7) 137 ( 7) 
3 b上層 384 (19) 170 ( 8) 554 (27) 
3 b下層 437 {21) 797 (392 11234 (60) 
メE、1 922 {45) 1 !132 {552 21055 
次に、 3級木のうち上層木であって暴領木でないものの内訳をみてみよう（表－4・17).
表－4・17 第2施業標準林における形質不良木の内訳
樹 種 菌害木 幹形不良木 枯損・半枯損木 斜立木 被圧木 その他； A ロ 計
( % ) 〈%） ( % ) 〈%） <%) 〈%） 〈%）
上層木
針葉樹 4 8 4 5 。 2 。 5 1 0 0 
広葉樹 3 7 3 2 。 5 。2 6 1 0 0 
下層木
針葉樹 3 5 1 1 1 1 2 1 5 8 1 0 0 















表－ 4・18 第2施業標準林帯状区内立木の分布集中度指数 (I5)
方形枠 全立木 成木 未成木
5m×5m 
5m×1 Om 
1 0 m×lOm 
1. 5 0 
1. 3 0 
1. 3 g 
1. 5 0 
1. 2 5 
1. 3 8 
注）成木は樹高 14m以上、未成木は樹高 14m未満の林木
2. 0 3 
1. g 5 










図－ 4・2 3 
すなわち、 成木では10～15m
20 
－ ． ． ． －． 
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プロット A プロ立と B
；ι 事1 手重 被度 群度 平均高 被度 群度 平均高
(cm) (cm) 
オオカメノキ
Viburnum furcatum ＋ 1 120 
ハイイヌツゲ
Ilex crenata sub己p. rad icans 十 1 10 
エゾイチゴ
Rub us i daeus var. acu l巴atissimus 十 1 20 
ツルシキミ
Skimmia japon1ca 十 1 20 ＋ 1 20 
ツタウjレシ
Rhus a;nb igua 十 1 ＋ 1 
ツルアジサイ
Hydrangea petiolaris ＋ 工 ＋ 1 
イワガラミ
Scbizopbragma bydrangeoides 十 1 
ヤマブドウ
Yitis coignetia 十 1 
クマイザサ
Sasa senanensis 3 2 90 5 5 120 
サンカヨウ










樹 種 本 数 材 積 本数伐採率 材積伐採率
（本／ha) (rf /ha) 〔%｝ （私｝
金f 葉 樹 1 g 1 8. 4 1 0. 4 1 4. 1 
$. 葉 主社 2 4 6. 3 9 . 1 7 . 4 
止仁』l 4 2 2 4. 7 9 . 8 1 1 . 5 












。。 ????? ? ? 20 30 40 
胸 1:・if（（筏（ cm ) 
50 60 70 












3 6 0. 7 3 9 3 58 樹
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去十
g g 2. 1 7 . 3 4 4. 盛
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）~ 






第 2施業標準林伐採木の元日年輪数J長－ 4・25 
t量茎広主量茎金t
2 0 1 8 盟主主主i
4 1 0. 4 1 6. 最小
8 2 3. 戸Q 3 8. 平均胸高直径
8 3 6. g 5 1 最大(cm) 
5 2 1 0 3 最小
1 0 3 1 3 0 平均元口年輪
1 3 6 
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面積＜ nf ) 
5 9 0 
3 2 0 
3 8 0 
5 1 0 
6 8 0 
1 5 0 
2 2 0 






















第 3施業標準林の成立本数は l,079本、 ha当りに換算すると 415本となっており、 3箇






品j 種 本 数 ha当りの本数 本数比
（本／ha) （私）
イチイ 1 0. 1 
トドマツ 440 1 7 0 4 0. 8 
ケヤマハンノキ 1 1 4 1. 0 
ダケカンパ 4 0 1 5 3. 7 
ミズナラ 5 2 20 4. 8 
ノ＼／レニレ 7 3 0. 6 
オヒョウ 4 8 1 8 4. 4 
ホオノキ 3 2 1 2 3. 0 
エゾヤマザクラ 1 0. 1 
ナナカマド 1 2 5 1 . 1 
アズキナシ 1 0. 1 
ヒロノ＼ノキノ＼ダ 1 8 7 1 . 7 
イタヤカエデ 1 8 1 7 0 1 6. 8 
シナノキ 2 1 8 8 5 2 0. 2 
ハリギリ 1 4 5 1 . 3 
不ril広葉樹 3 1 0. 3 
針葉樹合計 4 4 l 1 7 0 4 0. 9 
広葉樹合計 6 3 8 245 5 g. 1 








。。 20 40 60 80 100 l 20 






















。。 5 1 0 
樹高（ m ) 
15 20 25 
図－ 4・34 第3施業標準林内林木の樹高階別本数分布
105 




















。。 20 40 60 80 l 0 () l 20 
胸高直径 cm 








樹 形 級 針 葉 樹 広 葉 接j A口% 百十
本 数 （%） 本 数 〔%｝ 本 数 ｛%｝ 
1 50 ( 5) 41 ( 4) 91 ( 9) 
2 17 ( 2) 35 ( 3) 52 ( 5) 
3 a 10 ( 1) 48 ( 4) 58 ( 5) 
3 b上層 230 (21) 170 (16) 400 (37) 
3 b下J軒 134 022 344 (322 478 {442 
l仁L1 441 ( 41) 638 (59) 1,079 <100) 日
次に、これら形質不良木の内訳をみてみよう（表－4・29）。
表－ 4・29 第3施業標準林におけるif?質不良木の自認
樹 種． 菌害木 幹形不良木 枯損・半枯損木 斜立木 被圧木 その｛也 Aロ. 計










7 1 0 0 















7 1 0 0 
















示すように、成木では集中する傾向は認められないが、未成木では、 5m×5問、 5mX lOmの
方形枠の場合には、 はっきりとした集中傾向を示していることがわかる。
表－4・30 第3施業標準林帯状区内立木の分布集中度指数 (I5)
主 fil 盈 全立木 成木 未成木
5m×5m 2 . 45来 1.09 4.1 1潔滋
5m×lOm 1 . 94 1 . 2 7 2 . 58諜
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5 3 8 イタヤカエデ

















































＋ 1 20 




3 3 100 















樹 種 本 数 ネオ 積 本数伐採率 材積伐採率
（本／ha) (nf /ha) (%) （%） 
金十 葉 樹 1 7 1 6. 7 8. 5 1 0. 1 
広 葉 樹 2 5 1 3. 8 g • 4 1 3. 3 
fi- 4 2 3 0. 5 9 . 0 1 1. 8 
材積伐採卒は約12% （内針葉樹10.l %、広葉樹13.3 % ）となっており、単木材積は針葉














。。 20 40 60 
1旬商店筏 ( cm ) 
80 lOO 





樹 種 県一， 止 り 般 材 低 質 材
（%） （%） （%｝ 
金f 葉 樹 6 4. 1 4 1. 4 5 8. 6 
広 葉 樹 4 7. 4 8. 4 9 1. 6 








金I葉 樹 広 葉樹
週査本数 8 1 1 
最小 2 0. 0 1 7. 0 
胸高直径 平均 3 8. 2 4 5. 0 
icm) 最大 5 2. 0 2 6. 8 
最小 9 8 4 8 
元日年輪 平均 1 2 0 9 6 
数 最大 1 4 4 1 3 0 





























。。 25 so 75 100 125 150 
伐l長年tl¥Jtr数
















。。 50 lOO lSO 
樹齢（年）
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林 z凶ヒヘ肯 面 積 本 数 胸高直径〔mm) 掲 高｛cm2
（年） foT) 〔本） 最小 平 均 最大 最小 平 均 耳E文't 大
16 92 39 5 16. 8 30 135 204. 7 288 
16 421 220 3 40. 7 85 136 337. 5 735 
10 699 229 3 20. 7 49 131 216. 2 361 
8 917 120 4 12. 2 27 131 176. 4 265 
13 2,850 598 3 45. 4 92 136 360. 1 688 



















。 20 40 60 80 100 




プロットNo. a b 相関怪数
1 1 1 4. 7 5. 3 0. 9 5 5思決
2 1 2 0. 4 5. 3 0. 8 6 5約定
3 1 1 6. 6 4. 8 0. 9 0 6涼来
5 1 2 0. 3 4. 6 0. 9 0 2出来
6 1 2 4. 1 5. 2 0. 8 4 6来詫

















－その他。。 l 0 20 30 40 
胸高直径 mm 
図－4・52 調査プロットNo.1における植栽木の胸高直径と樹高
。＋モ * 君E話 制。 ~ 0 －。 t言 出目 ~ 『＼
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いるが、雪害木はみられない。プロットNo.2, No. 3, No. 5では、林縁木は小径級のものが多
いこと、雪害木は大径級のものが多いこと、林緑木であって雪害木となっている林木は少


























2 O O I ／／ ／ ／ _.. No. 1 
1 0 0 













調査地の位置 積 雪 深 全層平均密度 積雪水量 上層木の有無
cm mm 
プロットNo.1内 14 5 0. 1 7 5 255 有り
プロットNo.3内 1 2 3 0. 14 6 1 8 0 有り
プロットNo.5内 、17 7 0. 2 1 9 3 8 8 無し
プロットNo.2付近 1 3 9 0. 1 9 8 2 7 7 無し





























































































































2. 1 0 
1 . 2 0 





























































































































































































間伐林齢 間伐前本数 間伐木本数 本数間伐率 間伐前直径
｛年） ｛本／ha) 〔本／ha) {%2 {cm) 
35 1,320 250 19. 0 13. 0 
40 1,070 210 9. 5 14. 8 
46 860 170 20. 0 17. 0 
53 690 140 20.5 19. 5 
61 550 110 20.0 22. 4 
70 440 90 20. 5 25. 6 
80 350 60 17. 0 29. 2 
91 290 50 17. 0 33. 2 
103 240 40 16. 5 37. 5 
116 200 30 15. 0 42. 2 
130 170 20 12. 0 47. 2 




































央木 1 ha 当り
樹高材積本数材積材積生長量
連年平均





6. 06 6.73 0.013 4,800 63.4 6.6 2.1 
13. 03 13. 27 0. 095 2, 300 217. 7 17. 9 5. 4 
20. 30 18. 36 o. 300 1, 375 412. 5 18. 6 8. 3 
26. 97 21. 82 0. 616 
32. 73 24. 18 0. 985 
37. 58 2EJ. 18 1. 382 
41. 52 27. 82 1. 786 
14. 85 29. 09 2. 142 
1. 82 
5. 27 
920 566.8 14. 5 9.5 
700 689. 7 11. 5 9. 9 
570 787. 6 9. 1 9. 9 
485 866.2 7.5 9. 6 
435 931.9 6.3 9.3 









10.00 10.55 0.047 2,810 133.0 11.7 3.3 1,055 
16. 06 15. 45 0. 167 1, 760 294. 3 16. 7 5. 9 
22.12 19.09 0.365 1,210 441.7 13.9 7.4 
27. 58 21. 45 0. 630 
32. 42 23. 45 0. 938 
36. 67 25. 09 1. 277 
40. 00 26. 36 1. 581 
1. 27 
3. 82 
890 560. 6 11. 1 8. 0 
700 656.3 9.0 8. 2 
575 734.0 7.5 8.2 







7. 58 8.36 0.023 3,415 
o. 8 






























27. 58 20. 91 0. 626 
32. 12 22. 55 0. 894 
35. 45 24. 00 1. 1G4 
855 535.4 8.5 6. 7 
680 608. 1 7. 1 6. 8 


























































注） aは小出房吉・中島広吉の「野幌地方トドマツ木材収額表」 （北大演研報 1(8)' 
1921年）における 1等地の曲線。 bは同じく 2等地、 cは同じく 3等地の曲線。


































穫表を調製することができる。その調製方法は以下のとおりである。。林分について、現在の樹種混交比、 Ksp 1～k spn 、を調ベる。
ただし、 Kは混交比、 spl～ spn は樹種。
② 林分について、樹種ごとの平均樹高を調べ、適用できる収穫表を選ぶと同時に、林
齢が収護表の林齢の何年生に相当するかを確認する。
③ 適用できるそれぞれの収穫表のha当りの立木本数値（ n spn ）より、年齢別の平均
替j冠直径（ l spn ）を求める。
すなわち、林分がうっ閉している場合の単木の樹冠占有面積（s ）は次式によって
求めることができる。
l spn 2 10, 000 
S＝π×一一一一一一＝ 一































k sp 1二 41%、 （トドマツ）
k sp己＝22%、 （イタヤカエデ）
ksp3 = 8%、 （ミズナラ）











J n （トドマツ）× π
200 
J 4,505 ×π 





径 級 樹 種 平均樹冠直径〔m) 1¥il 
イタヤカエテ 5. 5 試料数
ミズナラ 2. 5 I 
シナノキ 4. G I 
イタヤカエデ 7. 5 試料数
中 ミズナラ 5 . D I 
シナノキ 7. 1 I 
イタヤカエデ 試料なし
大 ミズナラ B. 0 試料数














1 （イタヤカエデ） = 5. 5 (m) 
1 （ミズナラ） =2. 5くm)
1 （シナノキ） = 4. 6 (m) 




L=l （トドマツ） . k （トドマツ）
十 1 （イタヤカエデ） . k （イタヤカエデ）
+ 1 （ミズナラ） ・k （ミズナラ）
+ 1 （シナノキ） . k （シナノキ）
+ 1 （その他） . k （その他）
= 1. 7×0 . 41+ 5. 5×0. 22 + 2. 5×0. 41 + 4. 6×0. 08 + 4. 2×0. 21 











N （トドマツ） = N • k （トドマツ）
= 1, 10 1×0. 41 
コ 451 （本／ha)
N （イタヤカエデ） = 1, 10 1×0. 22 
= 242 （本／ha)
N （ミズナラ） = 1, 101×0. 08 
エ88（本／ha)
:-J （シナノキ） = 1, 1〔)1×0,08
ヱ 88（本／ha)
N （その｛也広葉樹） = 1,10 1×0. 21 
コ 231 （本／ha)
¥.{) ｛えj現に至るまでの目標混交率は、表－5・6に示すとおりである。
表－ f，・ 6 日掠〉する混交率
林 t関F之、j1 トドマツ イタヤカエデ ミズナラ シナノキ その他
（年） ｛%） ｛%｝ ｛%｝ （%｝ ｛私｝
4 0 4 2 2 1 8 8 2 1 
5 0 4 3 1 9 1 1 1 1 1 7 
6 0 4 5 1 5 1 5 1 5 1 0 
7 0 4 7 1 3 1 8 1 2 1 0 
8 0 50 8 2 2 1 0 1 0 
9 0 5 5 7 2 6 5 7 
1 0 0 5 6 4 3 0 4 6 
1 1 0 54 4 34 3 5 
1 2 0 5 0 3 3 9 3 5 
1 3 0 4 7 。 44 3 6 
1 4 0 4 7 。 4 7 。 7 










表－ 5. 7 樹種別林齢別立木本数
材t 齢 トドマツ イタヤカエテ ミズナラ シナノキ その他 l口>. 言十
（年） （本／ha) （杏／ha) L本／ha) ｛本／ha2 ｛本／ha) （本／ha)
4 0 4 4 g 2 2 9 8 6 8 6 2 2 0 1' 0 7 0 
5 0 3 3 3 1 4 4 84 8 5 1 2 9 7 7 5 
6 0 2 4 7 8 3 8 2 8 3 5 5 5 5 0 
7 0 2 0 7 5 6 8 0 5 3 44 440 
8 0 1 7 5 2 7 7 8 3 5 3 5 3 5 0 
9 0 1 6 0 1 9 7 6 1 5 2 0 2 9 0 
1 0 0 1 4 0 1 0 7 5 1 0 1 5 2 5 0 
1 1 0 l 2 0 8 7 5 7 1 0 2 2 0 
1 2 0 9 5 5 7 5 5 1 0 1 9 0 
1 3 0 8 0 。 7 5 5 1 0 1 7 0 
1 4 0 7 5 。 7 5 。 1 0 1 6 0 






トドマツ 広葉樹 トドマツ 広葉樹1 広葉樹2
（年） (cm) （近）
ha当りの本数
ト＂＜'J 広葉樹1 広葉樹2 合 計
住ζ凶
ha当の蓄積


























































1,070 9.0 7.0 
775 23. 3 12. 9 
550 44. 5 21. 0 
440 64. 2 32. 8 











17. 9 22. 0 
22. 7 25. 6 

































































































































































































































間伐の種類 伐 採 木 残 存 木 備 考
A種間伐 4,5級木の全部 1 !2' 3級木の全部

































林 齢 立木本数 平均樹冠直径 樹冠の拡張 樹冠占有面種拡大に要する年数
の平均生長 10うも増 20%増 40%増
｛生） （本） ( m) (cm ／年｝ 〔年） 〔年｝ （年）
40 1,070 3. 45 8. 6 1. 9 3. 8 7. 3 
60 550 4. 81 8. 0 3. 0 5. 8 11. 0 
80 350 G. 03 7. 5 3. 9 7. 7 14. 8 
100 250 7. 14 7. 1 4. 9 9. 5 
18. 4 
120 190 8. 19 6. 8 5. 8 11. 4 22. 0 
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本 数（本／ha) 蓄 積〔nr/ha2 
径 級 針葉樹 広葉樹 A口． 計 金f窒樹 広葉樹 ムロ 計
未成木 33 103 136 2 3 
小径木 63 73 136 15 13 28 
中径木 71 64 135 57 39 96 
本1三木 31 21 52 57 31 88 
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いであろう。
次に、補助造林の生長を基準に考察してみよう。補助造林木の生長は、第4章第5節で
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3 2 105 90 15 未成木
22 12 10 117 72 45 小径木
92 44 48 125 69 56 中径木
166 60 106 84 30 54 大経木
283 118 165 431 
注）第4章第4節の毎木調査結果より抜粋。
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’本水司〈〉』＜＊司＜＊＊＞ド司〈 TRee DISTance -trdis t一 本氷＊＊＞ド〉ド〉ドネ〉ド＊
’＊＊＊＊＞ド>Iく＊＞ド＞！＜＞ド 1984,08,08 VER. 1,5 本＞！＜＞ド〉ド〉ド〉ド＊＞ド以来
’本＊>Iく＊本来本来＊＊ Y. NOBORI 本〉ド＊＊＊＊＞ド＊＊＊
，〉｝く斗〈ヰ〈〉』〈〉ド＊＊＊＞ド耳＜＊＊＊＊＊＞ド〉ド司＜＊＊＊＊＊>Iく〉ドヰ＜＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＞』＜＊＊＞ド＊以来＊
dis p. 
PR INT CHR$ Cl 2) 
PRINT ”T ree Distance Frequency Distributio n”：PRINT 
PRINT ”I np u t Fi 1 e Name ”；： I NPUT C$:D$＝”2：”＋CS:PRINT 
PRINT :PRINT ”W ait Few Second.” 
LPRINT C$；” チョウザチノシ杭ユモクカンキョリ ト凶スウブ”ンフー ”：LPRINT
initial 
DIM AC500),BC500),F(500),Gく501),PT C2, 200) 
ZF$＝”:1:1:UL W' : ZN$＝”:ltHt” 
資属





OPEN D$ FOR INPUT 
FOR J=l TO 500 
FOR I=l TO 2 
INPUT :lt l, PT CI, J) 





FOR J=l TO N-1 
FOR H=l TO N-J 
LN=LN+l 
TT= CPT C 1 , J)-PT Cl , J ＋日〉〉ハ2+CPT (2, J)-PT C2, J+I-D) "2 
TD CLN) =SQR CTD 
NEXT H 
NEXT J 
distribution f reqency ， 一一一一一， 
Statistics 
Xl=TDCl) :XA=Xl:XB=Xl 
FOR l=l TO LN 
XI=TD CD 
IF XI>=XA THEN 
XA=XI:GOTO 





from input ， 一一一一， 
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1510 XI=XI-Xl: T=T+XI: S=S+XIA2 
1520 NEXTI 
1530 S=S-T*T/LN:T=T+Xl本LN:XM=T/LN




1580 LPRINT ”以＊＊ Statistics ＊＊＊” 
1590 LPRINT 
1600 LPRINT”T ree No. 








1690 BO=-. Ol:H=5 
1700 NC=INTCCXB-BO)/H)+l:HC＝日／2:B CO) =BO: BI=BO: EP=lE-03 
1710 FOR I=l TO NC 
1720 ACD=BI+HC:BI=BI＋日：BCI〕＝BI
1730 FCD=O 
1740 NEXT I 
1750 
1760 ’一一一一一 frequencies 
1770’ 
1780 FOR J=l TO LN 
1 790 IX= CTDくJ)-BO) /H+ 1: I=INT CIX) 
1800 IF IX-IくEP THEN 1840 
1810 IF I+l-IX<EP THEN 1830 
1820 FCD=FCD+l:GOTO 1850 
1830 I=I+l 
1840 FCD=FCD+. 5:FCI-D=FCI-U+. 5 
1850 NEXTJ 
1860 FA=O:T=O 
1870 ’一一一一 lp r int f rquency 
1880 LPRINT 
1890 LPRINT ”＊以＊ Frequenc y ”； 













































TAB Cl 0）；” i ntreva l”； 
TAB C26）；”Cente r”； 
TAB C36）；”F requenc y”； 
TABC49）；”く%）”；
LPRINT USING ZN$;I; 
LPRINT TABC6) ; :LPRINT USING ZF$;BCI-1); 
一叫一…一一一一」一一一…中～仇一一叩・＇k';:;:;;::;._o;fif/"'Yi~－ 一一ぃ
2010 LPRINT TABC15）；”一”；
2020 LPRINT USING ZF$;BCD; 
2030 LPRINT TABC26);:LPRINT USING ZF$;ACD; 
2040 LPRINT TABC37);:LPRINT USING ZF$;FCD; 
2050 LPRINT TABC48); :LPRINT USING ZF$;FCD/LN*l00 
2060 NEXT I 
2070 LPRINT”Tota l”； 
2080 LPRINT TABC37); :LPRINT USING ZF$;LN; 
2090 LPRINT TABC48); :LPRINT USING ZF$; 100 
2100 END 
出力例－ 1 樹木間距離度数分布表
カク 1チョウサチノシ”ュモクカンキョリ トM スウフ、、ンフ a
カク1チョウザチノシ凶ユモクカンキョリ ト凶スウフ”ンフ。
持〈〉ド〉ド Statistic s 米＊＊
Tree No. = 15 Mean =15.6734 
Minimum = 2. 23607 Sum of sqr. = 9296. 37 
Maximum = 44. 8894 Variance = 88. 5369 
Renge = 42. 6534 Std. dev. = 9. 40941 
Total = 1645. 71 
司〈〉ド＊ Frequency Distribution 本来＊
intreval Center Frequency （%〕
-0. 0 5. 0 2. 5 9. 0 8. 6 
2 5. 0 - 10. 0 7. 5 25. 0 23. 8 
3 10. 0 - 15. 0 12. 5 24. 0 22. 9 
4 15. 0 - 20. 0 1 7. 5 15. 0 14. 3 
5 20. 0 - 25. 0 22. 5 13. 0 12. 4 
6 25. 0 - 30. 0 27. 5 10. 0 9. 5 
7 30. 0 - 35. 0 32. 5 5. 0 4. 8 
8 35. 0 - 40. 0 37. 5 2. 0 l. 9 
9 40. 0 - 45. 0 42. 5 2. 0 1. 9 




1010 ’本＊＊＊）ド ネンリンカイセキフ・ロク愉ラム ネーンリン.prgー 〉ド＊＞ドヰ＜＊
1020 ’＊＊〉ド＊〉ド 1984. 08. 08 VEf{. 1. 2 ＊＊＊水泳
1030 ・＊＞ド＊＊＊ Y. NOBORI 〉ドネ氷水＊
1040 ’本来＊〉ドヰ〈＊〉ド〉ド京本本〉ドヰ＜＊＊＞ド〉ドヰ＜＊＊＊＊：＞！く＊司＇＊＞！く＊＊＞ド＊＞ド ＊=4く＊＊＊＊＞ド＊＞ドヰく＊＊＊＊＊＊＊＊＇巨木
1050 
1060 ’一一一一－ INPUT DATA 
1070 
1080 PR INT CHR$ Cl 2) 
1090 PRINT ”セイチョウリョウ ケイサン PLOG.”：PRINT
1100 INPUT ”P lot Name ”；A$ 
1110 INPUT ”T ree No. ”；N 
1120 INPUT ”Spec i s ”；SP 
1130 INPUT ”Wood length ”；L 
1140 INPUT ”DBH , H ”；DB,H 
1150 INPUT ”カンキュウ ”；BS 
1160 INPUT ”ヒ”コウ ”；CS 
1170 INPUT ”モトクチ Age ”；Yl 
1180 INPUT ”スエクチ Age ”；Y2 
1190 DIM DC11,Yl+25),VC5,42) 
1200 BEEP:PRINT 
1210 ’ 
1220 ’ シンヨウシ、、ユノネンレイハモトクチネンリンスウ＋ 15ネン
1225 ’ コウヨウシ、、ユノネンレイハモトクチネンリンスウ＋ 5 ネン
1230 IF SP<3 THEN Y0=15 ELSE Y0=5 
1240 ’ 
1250 ’ レイカイハ 5 ネン ： レイカイスウノケイザン
1260 Y3=INTCY1/5)*5:Y4=INTCY2/5）来5
1270 IF Y3=Yl THEN Y3=Y3-5 
1280 PRINT ”I nput Data. If You Miss, Typ 999”：PRINT 
1290 FOR 1=5 TO Y3+10 STEP 5 
1300 PRINT I+YO；” ネン”
217 
1310 INPUT ” モトクチハンケイ 1”；Al: IF A1=999 THEN I=I-5:GOTO 1300 
1320 INPUT ” モトクチハンケイ 2”；Bl: IF B1=999 GOTO 1310 
1330 DCl, D=Al+Bl 
1340 NEXT I 
1350 PRINT:BEEP 
1360 FOR I=Y4+5 TO Y3+10 STEP 5 
1370 PRINT I+YO；” ネン”
1380 INPUT " スエクチハンケイ 1”；A2:IF A2=999 THEN I=I-5:GOTO 1370 
1390 INPUT ” スエクチハンケイ 2”；B2:IF 82=999 GOTO 1380 
1400 D C2, D =A2+B2 
1410 NEXT I 
1420 BEEP 
1430 
1440 ’一一一一一 culc 
1450’ 
1460 ’ スイテイ DBH 
1470 ’ 
1480 FOR I=5 TO Y3+10 STEP 5 
1490 D C3, D =D Cl, DーCDCl,D-DC2, l))/L 
1500 DC4, D=DC1, 1+5）ー DCl,D
圃
1510 DC5, D=DC2, I+5）ー DC2, l) 
1520 NEXT I 
1530 FOR I=Y4 TO 5 STEP -5 
1540 DC3, D=DC3, I+5)-DC4, l) 
1550 NEXT I 
1560 FOR I=5 TO Y3+10 STEP 5 
1570 DC6,D=DC3,I十日〕－DC3, D 




1620 FOR J=l TO 42 
1630 FOR I=l TO 5 
1640 I?EAD V CI, J) 
1650 NEXT I 
1660 NEXT J 
1670 FOR I=Y4+5 TO Y3+5 STEP 5 
1680 DC?, D=INTCCDC3, D-5E-04)/2+. 5)*2 
1690 NEXT I 
1700 FOR I=Y4+5 TO Y3+5 STEP 5 
1710 IF DC?, D く4 THEN D C8, l) =O: GOTO 1 730 
1720 DCB, D=VCSP,DC7, 1)/2-2) 




1770 FOR I=5 TO Yl STEP 5 
1780 DC9, D=DC8, D-DC8, I-5) 
1790 NEXT I 
1800 
1810 ’ スイテイ シ納ュコウ
1820’ 
1830 FOR I=5 TO Y3 STEP 5 
1840 DClO, I+5)=L+. 3+DC2, l)/DC2, Y3)*CH-L-. 3) 
1850 NEXT I 
1860 FOR I=5 TO Y4 STEP 5 
1870 DClO, D=. 3+CDC10, Y4+5）一.3)*DC3, l)/DC3, Y4+5〕




1920 LPRINT ”セイチョウリョウ ケイザン
1930 LPRINT 
1940 LPRINT ”P lot Name ”；A$ 
1950 LPRINT ”T ree No ．”；N 
1960 LPRINT ”Spec i s ”；SP; 
1970 LPRINT TABC40）；”カンキュウ ”；B$ 
1980 LPRINT ”Wood Length”；L；” m”； 
1990 LPRINT TABC40）；”ヒ”コウ ”；C$ 




































TAB C40）；”モトクチ Age 
”H igh t ”；H；” 
TABC40）；”スエクチ Ag p,
”Y ea r ”； 
TAB C 8）；” 
TAB Cl 6）；” 
TABC24); 
TABC32); 



































2310 LPRINT USING”：f:f:l+:tキ”； I+YO;







2390 NEXT I 
2400 
TABC24); :LPRINT 
TAB C32);: LPRINT 
TAB C40); :LPRINT 
TAB C48);: LPRINT 
TABC56); :LPRINT 























TAB C40);: LPRINT 
TABC48); :LPRINT 
TABC56); :LPRINT 
TAB C 8);: LPRINT 
TAB C16); :LPRINT 
TABC24); :LPRINT 




USING”特科．将 ”； DClO,D 
USING”梓土手持” ; I+YO; 
USING”:tuキ持． t” ；［〕 Cl'l) ; 
USING”：1+1キ:t+• :t+”；D C2, l) ; 
USING”I干狩:I+.持” ; I〕（3'I) ; 
USING”trn. mt”； DC8,U; 
USING”＃将.:tヰ:t+”；DC9, I〕／5;
USING”1主将． :t+ :t+”； DCB, l)/l; 
USING”：持梓．符 ”；DClO,l) 
USING”mキ将” ;Yl+YO; 
USING”科1キお．将”； DCl, Y3+5) ; 
USING”umヰ.W' ; D C 2 , Y 3 + 5) ; 




2560 LPRINT TABC32); :LPRINT USING”：！Ht. :lt将”；DCB,Y3+5); 
2570 LPRINT TABC40); :LPRINT USING”持:t.mt"; D (9, Y3+5) /CY 1-Y3）・
2580 LPRINT TABC48); :LPRINT USING”:tt:. 1手持n ;DC8, Y3+5)/Y1; 
2590 LPRINT TABC56); :LPRINT USING”梓:t.:j:!: ”；D Cl 0, Y3+5) 
260 0 ’ 
2610 LPRINT ”B ark , 
2620 LPRINT TABC 8); :LPRINT USING”梓~rn. t:引；DCl,Y3+10); 
2630 LPRINT TABC16); :LPRINT USING”：l:trn. :It”；DC2,Y3+10); 
2640 LPRINT TABC24); :LPRINT USING”:j:!:j:!: !+. 1ヰ”；DC3, Y3+10); 
2650 LPRINT :LPRINT 
2660 RUN 
3000 ’一一ー す仙イセキ ヒョウ DATA－－一一一一一一一一一一一一一一
3002 
3004 Sp. Nl N2 LO Ll L2 
3006 DATA . 01, . 0 l, . 01, . 01, . 01 
3008 DATA . 02, . 02, . 02, . 02, . 02 
3010 DATA . 03, . 04, . 04, . 04, . 03 
3012 DATA . 06, . 06, . 06, . 05, . 05 
3014 DATA . 09, . 09, . 09, . 08, . 07 
3016 DATA . 12. . 13' . 12. . 11, 10 
3018 DATA 1 7. 1 8' . 1 7' 15' 13 
3020 DATA . 22, . 23, . 22. . 1 9' 18 
3022 DATA . 30, . 30. . 28, . 25, . 23 
3024 DATA . 37' . 37' . 36, . 32, . 30 
3026 DATA . 46, . 46, . 44, . 40, . 35 
3028 DATA . 53, . 56, . 54, . 49, . 43 
3030 DATA . 64, . 64, . 65, . 56, . 52 
3032 DATA . 76, . 76, . 77. . 67. . 60 
3034 DATA . 89, . 89, . 87. . 79, . 71 
3036 DATA 1. 04' 1. 00, 1. 01' . 88, . 80 
3038 DATA 1. 15' 1. 15' 1. 13. 1. 03, . 94 
3040 DATA 1. 33, 1. 28, 1. 30, 1. 14, 1. 04 
3042 DATA 1. 52, 1. 4 6' 1. 49, 1. 32, 1. 20 
3044 DATA 1. 67. 1. 60, 1. 63. 1. 44, 1. 31 
3046 DATA 1. 88, 1. 81, 1. 78' 1. 64, 1. 50 
3048 DATA 2. 04, 1. 97. 2. 02, 1. 79, 1. 64 
3050 DATA 2. 29, 2. 13' 2. 18, 1. 94, 1. 77 
3052 DATA 2. 48, 2. 39, 2. 44, 2. 18, 2. 00 
3054 DATA 2. 67' 2. 57, 2. 62, 2. 34' 2. 16 
3056 DATA 2. 96, 2. 76, 2. 82' 2. 52, 2. 32 
3058 DATA 3. 16, 2. 96, 3. 02, 2. 70, 2. 48 
3060 DATA 3. 38, 3. 16' 3. 34' 3. 00, 2. 77 
3062 DATA 3. 60, 3. 48, 3. 56, 3. 20, 2. 95 
3064 DATA 3. 96, 3. 7 l, 3. 79, 3. 40, 3. 14 
3066 DATA 4. 20, 3. 93, 4. 02. 3. 61, 3. 33 
3068 DATA 4. 45, 4. 1 7' 4. 40, 3. 83, 3. 53 
3070 DATA 4. 71, 4. 41, 4. 66, 4. 05, 3. 89 
3072 DATA 4. 97' 4. 66, 4. 92, 4. 44, 4. 11 
3074 DATA 5. 40, 4. 91, 5. 19' 4. 68, 4. 34 
3076 DATA 5. 68, 5. 1 7' 5. 4 7' 4. 93, 4. 57 
3078 DATA 5. 98, 5. 44, 5. 75, 5. 19' 4. 81 
3080 DATA 6. 28, 5. 71, 6. 04, 5. 45, 5. 05 
3082 DATA 6. 58, 5. 97' 6. 34' 5. 72, 5. 30 
3084 DATA 6. 90, 6. 28, 6. 64, 5. 99, 5. 55 
3086 DATA 7. 21, 6. 56, 7. 1 7' 6. 27, 5. 81 






Tree No. 1923 
Spec is 2 カンキュウ 36 
Wood Length 3. 65 m ヒ、、コウ ナナメ
DBH 45. 5 cm モトクチ Age 140 
Hight 23 m スエクチ Age 34 
Year モトクチ スエクチ スイテイ スイテイ レンネン ヘイキン
チョッケイ チョッケイ DBH サ、‘イセキ セイチョウ セイチョウ
(cm) Ccm) Ccm) Cm3) Cm3) Cm3) 
20 0. 6 -0. 6 0. 00 0. 00 0. 00 
25 1. 3 0. 1 0. 00 0. 00 0. 00 
30 2. 0 0. 8 0. 00 0. 00 0. 00 
35 2. 6 1. 4 0. 00 0. 00 0. 00 
40 3. 3 2. 1 0. 00 0. 00 0. 00 
45 4. 0 2. 8 0. 00 0. 00 0. 00 
50 4. 8 0. 4 3. G 0. 00 0. 00 0. 00 
55 5. 7 2. 4 4. 8 0. 00 0. 00 0. 00 
60 7. 2 4. 6 6. 5 0. 01 0. 00 0. 00 
65 8. 9 6. 2 8. 2 0. 02 0. 00 0. 00 
70 10. 9 8. 3 10. 2 0. 04 0. 00 0. 00 
75 12. 7 9. 5 11. 8 0. OG 0. 00 0. 00 
80 15. 0 10. 6 13. 8 0. 09 0. 01 0. 00 
85 16. 3 11. 6 15. 0 0. 09 0. 00 0. 00 
90 18. 4 12. 9 16. 9 0. 13 0. 01 0. 00 
95 22. 9 15. 0 20. 7 0. 23 0. 02 0. 00 
100 26. 4 1 7. 0 23. 8 0. 37 0. 03 0. 00 
105 30. 5 19. 0 27. ~3 0. 56 0. 04 0. 01 
110 34. 8 22. 2 31. 3 0. 76 0. 04 0. 01 
115 40. 4 24. 9 36. 1 l. 00 0. 05 0. 0 l 
120 43. 9 27. 2 39. 3 1. 28 0. 06 0. 01 
125 48. 5 30. 8 43. 7 l. 60 0. 06 0. 01 
130 51. 3 32. 8 46. 2 1. 81 0. 04 0. 02 
135 55. 2 34. 3 49.4 2. 13 0. 06 0. 02 
140 56. 9 36. 2 51. 2 2. 39 0. 05 0. 02 
145 59. 6 38. 2 53. 7 2. 57 0. 04 0. 02 
150 61. 5 39. 4 55. 4 2. 76 0. 04 0. 02 
155 63. 2 40. 4 57. 0 2. 76 0. 00 0. 02 




1 0 1 0’〉ド司＜＊＊）ド シ、、ュコウセイチョウカイセキ -a-glo sー ＊＊斗〈〉ド＊
1020 ’＊）ド＊米当〈 1 9 8 4. 0 8. 0 8 VER. 1 , 5 lく＊＊＊＊
1030 ’本来＊）ド〉ド Y. NOBORI 〉ド〉ドヰ〈〉ド＊
1040 ’〉ド〉ド〉ド＊）ド＊＊＊）ド耳＜＊＊＊＊＊）ド不可＜＊）ド〉ド＊＊＊＊＊＊＊）』＜＊＊＊＊:.Iく＊＊＞ド)jく〉｝〈〉ド＊＊＊＊＊＊）ドヰく〉？く)jく＊＊＊）十〈
1050 ’一一一一一 CRT disp 
1060 PRINT CHR$ 02) 
1070 PRINT ”トウネンシンチョウケイザン”
1080 PRINT :PRINT ”D at a ノナマエハ”；： INPUT A$:B$＝”2：”＋A$ 
1090 PRINT :PRINT ”ネンレイハ”； : INPUT K 
1100 PRINT :PRINT ”ホンスウハ”； : INPUT N 
111 0 DIM A CK, N + 1 0) 
1120 ’一一一一一 input from disk 
1130 OPEN BS FOR INPUT AS :tl 
1140 FOR J=l TON 
1150 FOR I=l TO K 
1160 INPUT :t+l,ACI,J): IF EOFCl) THEN N=J:GOTO 1190 
1170 NEXT I 
1180 NEXT J 
1190 CLOSE :t+l 
1200 ’一一一一一 data print 
1210 LPRINT ”P lot name ＝”；A$ 
1220 LPRINT ”チョウザホンスウ＝”；N
1230 LPRINT ”リンレイ ＝”；K 
1240 LPRINT 
1250 LPRINT ”ソクテイケッカ C Cm 〉”；
1260 LPRINT TABC40）；”（ 0ハソクテイフカノウ）”
1270 LPRINT:LPRINT ’； 
1280 FOR I=l TO K 
1290 LPRINT USING ” :t+ :t+ :t+”； I ; 
1300 NEXT I 
1310 LPRINT:LPRINT 
1320 FOR J=l TO N 
1330 LPRINT USING ”:t:lt:lt”；J; 
1340 FOi~ I=l TO K 
1350 LPRINT USING ” 将符将”；ACI,J);
1360 NEXT I 
1370 LPRINT 
1380 NEXTJ 
1390 ’一一一一一 cu 1 c.
1400 FOR J=l TO N 
1410 FOR I=K TO 2 STEP -1 
1420 IF ACI-1,J)=O THEN ACI-1,J)=-l:GOTO 1450 
1430 ACl,J)=ACl,J)-ACI-1,J) 
1440 IF ACI,J)<O THEN ACI,J)=-1 :GOTO 1450 
1450 NEXT I 
1460 NEXT J 
1470 FOR l=l TO K 
1480 FOR J=l TO N 
1490 IF ACI,J)=-1 GOTO 1520 
1500 ACI,N+l)=ACI,N+l)+l 
1510 ACI,N+2)=ACI,N+2)+ACI,J) 
1520 NEXT J 
1530 NEXT I 







Pr in t” 















USING”:t :t :j:；持”； 1983ー J;
USING”:ttm手持”；ACJ,N+l);
USING”符:j:j:j:j:.:t”； A CJ, N+3) ; 
USING”:t符梓， t”； ACJ,N+5);





USING”:t t 1ヰ．：梓”； O;
USING”将持:It. :t”； O; 
USING”梓:lt:+.:It" ; K 
FOR J=l TO K-1 
LPRINT TABC 0); :LPRINT 
LPRINT TAB Cl 0〕；：LPRINT
LPRINT TABC20〕；：LPRINT
LPRINT TABC33); :LPRINT 
LPRJNT TABC44); :LPRINT 







































































IF A<I,N+l)<=O GOTO 1570 
A CI, N+3) =A CI, N+2) /A CI, N+l) 
NEXT I 
FOR I=l TO K 
FOR J=l TO N 
IF ACI,J）くO GOTO 1620 
ACI,N+4）二ACI,N+4）十 CACI , J ) -ACI , N + 3)) " 2 
NEXT J 
NEXT I 
FOR I=l TO K 
IF ACI,N+U=l THEN ACI,N+5)=0:GOTO 1680 
IF ACI,N+l)=O GOTO 1680 
A Cl, N+5) =SQR CA CI, N+4) /CAくI,N+l)-1))
NEXT I 
FOR I=l TO K-1 
IF ACI,N+3)<=0 GOTO 
A CI, N+6) =A CI -1, N+6) +A CI, N+3) 
NEXT I 
FOR I=l TO K-1 
IF ACI,N+6)<=0 GOTO 
A C I + 1 , N + 7)=A CK, N + 3) -A CI , N + 6)
NEXT I 
A Cl, N+7) =A CK, N+3): A CK, N+7〕＝O
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